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はじめに
子どもは集団生活の中にあって､ いろいろな 『人』 や
さまざまな 『もの』 と出会い､ かかわりながら生きてい













































２､ 『もの』 を手放し､ 他に関心が向き始める時期
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子どもにとっての 『もの』 の持つ意味について
Things that effect children’s development
西垣吉之* 山田陽子* 馬場佑真** 西垣直子**
Yoshiyuki NISHIGAKI Yoko YAMADA Yushin BABA Naoko NISHIGAKI
子どもは集団生活の中にあって､ いろいろな 『人』 やさまざまな 『もの』 に出会い､ かかわりながら生きている｡
本研究では､ 子どもにとっての 『もの』 の持つ意味を明らかにするために､ 保育実践記録から事例を抽出し､ 子どもと
『もの』 とのかかわりの実際を記述し､ 考察した｡ その結果､ 子どもが 『もの』 とのかかわりにおいてあらわしてくる姿の





















とができるようになり､ 結果､ 新たな 『もの』 を手に取






















多かった｡ 時折､ 言葉を発するが､ しっかりとは聞き取
りづらい｡ しかし､ とても楽しそうに遊んでいる｡ よく





































































る｡ これまでに比べ､ この木の枝や小石に､ はっきりと
したこだわりを持っていることが分かる｡ そのこだわり
を保育者が阻止しようとしたことに､ Ｔ男は腹を立てた









感覚的に身近な 『もの』 に依存し､ その場をしのぐ 
月の事例と､ 場の緊張を乗り越えみんなと一緒に踊ると





本研究を通して､ 子どもが 『もの』 とのかかわりにお
いてあらわしてくる姿の中に､ 子どもの内なる世界で起









(１) ワロン著 浜田寿美男訳編 ｢身体・自我・社会｣
ミネルヴァ書房
( ) 鯨岡峻・鯨岡和子著 ｢保育を支える発達心理学｣
ミネルヴァ書房
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